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★12月定例会
　23年度補正予算を承認 2～ 3p
★質疑あれこれ 4～5p
★一般質問 6～10p
★東日本大震災に対する
　　　池田町の取り組み 11p
★きらり・編集後記 12p

田植え

昔の人達は大変だったな～
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１２月２日
▼

１２月１２日

審
議
内
容

歳　入 歳　出

補 正 額科　　目
－３１８地方特例交付金
１４,５９８地 方 交 付 税
５０分担金・負担金

－７,４３４国 庫 支 出 金
１,３４６県 支 出 金
１,２５６諸 収 入
－３２０町 債
９,１７８計

（単位：万円）
補 正 額科　　目

－２,４０４総 務 費
－８,５３９民 生 費
１,２４５衛 生 費
－１,１０６農 林 水 産 費
２,３６６土 木 費
１４消 防 費

２,６２４教 育 費
１４,９７８予 備 費
９,１７８計

（単位：万円）

歳入の主なもの（補正分） 歳出の主なもの（補正分）
子供手当等（国） １４,５９７
子供手当負担金（国） －７,２６１
保育所緊急整備補助（県） ４６
予防接種補助（県） １６９
ワクチン接種補助 ２０９
小水力発電 ２５０
国体補助金 ３００
総合体育館改修補助 １５０

企画費（コミュニティーバス） １１３
妊婦健康診査委託料 ２８７
予防接種委託料（子宮頸がん等） ７０５
住宅太陽光発電の補助　　　　　 ３１６
耕作放棄地再生の補助　　　　 　１４８
小水力発電の工事費　　　　　 　３００
道の駅整備工事費　　　　 　１,２２７
八幡小改築工事の許可申請　　　　 ２６

池
田
町
収
入
印
紙
等
購
買
基
金

　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
を
可
決

条
例
の
一
部
改
正
４
件

補
正
予
算
を
可
決

人
権
擁
護
委
員
推
薦
の
同
意

　
　
　

稲
葉　

政
雄　
　

歳
６２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
町
本
郷

　
　
　

松
原　

孝
一　
　

歳
６０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
町
草
深

原
子
力
発
電
所
に

　
　
　
　

関
す
る
意
見
書

［
主
旨
］

確
実
な
安
全
・
安
心
が
将
来
に
わ

た
っ
て
担
保
さ
れ
な
い
限
り
、
原

子
力
発
電
所
の
再
稼
働
は
慎
重
に

検
討
さ
れ
た
い
。

同
時
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

積
極
的
に
普
及
さ
れ
た
い
。

内
閣
総
理
大
臣
等
に
提
出

人
事
案
件

意
見
書
を
提
出
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［池田町収入印紙等購買基金条例］ができた。
池田町では年間４５０件ぐらい申請が予想される。
パスポートは１０年用と５年用があり、年間、印
紙の基金として６０万円組んだ。

メリット
旅券（パスポート）申請が便利になった
パスポートの手数料として印紙と県の証紙は
役場内で購入できます。
他の自治体はどうか。
パスポート発行の権限移譲を受けたのは県下
４２市町村の内２２市町。
基金条例は１２市町にある。

パスポートについて、池田町は先進地

耕作放棄地が梅林に

合　　計岐阜県収入証紙収入印紙区　　　分
１６,０００円２,０００円１４,０００円１０年旅券
１１,０００円２,０００円９,０００円１２歳以上の方５年旅券 ６,０００円２,０００円４,０００円１２歳未満の方

（この印紙と証紙が役場で買える。）

耕作放棄地再生
ふれあい街道の下（願成寺）に梅林
約１反の放棄地に梅２０本を植える。
　３年間取り組み、すでに２００本ほど植
わっている。
　国から８７万円補助が出て、町の補助は
１４８万円。

保健衛生費で
妊婦健診者が増えたので２８７万円追加。
安心して赤ちゃんを産んでほしい。
予防接種を打つ人が予想以上に多く７０５万円追加。
日本脳炎　４００人増、
子宮頸がん（中学１年〜高校２年の女子） ２２０人増、
ヒブワクチン で　４０人増、
小児ワクチン で　７０人増の予定。
つらい思いをしないように予防しましょう
　（医療費も安くなります）

コミュニティーバス
企画費（コミバス）に１１３万円の補正予算とは
バス停を作るのに、８６万５千円（１基２万円余）。
バス停のデザインも決定し順次建てていく。
今年３月までのコミバス燃料費２６万７千円を追加。
いよいよ２月から町内の全区域をバスが回る

補正予算でここがこうなる

パスポートの手数料

パスポート発券風景
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◆
総
務
建
設
産
業
委
員
会
◆

問　

パ
ス
ポ
ー
ト
事
務
を
行
っ

て
い
る
近
隣
町
村
数
と
基
金

　

万
円
の
根
拠
は
。

６０
答　

県
内
で　

市
町
村
。
金
額

２２

に
つ
い
て
は
実
績
や
他
町
村

の
状
況
を
踏
ま
え
て
決
定
し

た
。

問　

県
単
小
水
力
発
電
推
進
モ

デ
ル
事
業
の
内
容
は
。

答　

ら
せ
ん
式
で
水
路
の
な
か

に
設
置
す
る　

Ｗ
タ
イ
プ
１

１０

カ
所
と
、
落
差
を
利
用
し
た

縦
型
（
低
落
差
発
電
）、
出
力

２
０
０
Ｗ
の
タ
イ
プ
の
２
カ

所
の
２
種
類
。
農
業
用
施
設

の
安
全
の
用
に
供
す
る
街
灯

へ
の
電
力
供
給
や
小
学
生
の

学
習
の
機
会
と
し
て
、
県
の

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
す

る
。

問　

耕
作
放
棄
地
対
策
の
現
状

は
。

答　

現
状
で
は
約
３
町
３
反
の

農
地
が
放
棄
地
と

な
っ
て
お
り
、
耕
作

放
棄
地
対
策
協
議
会

で
協
議
す
る
中
進
め

て
い
る
。
ふ
れ
あ
い

街
道
沿
い
に
つ
い
て

は
、
観
光
面
や
有
害

鳥
獣
対
策
も
含
め
て

整
備
し
て
い
き
た
い
。

問　

道
の
駅
整
備
事
業
工
事
請

負
費
の
内
容
は
。

答　

ア
プ
ロ
ー
チ
の
屋
根
や
飲

食
棟
の
増
設
等
、
道
の
駅
を

快
適
に
利
用
し
て
頂
く
た
め

に
総
合
的
に
判
断
し
て
、
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の

工
事
で
あ
る
。

問　

ふ
れ
あ
い
街
道
の
整
備
状

況
は
。

答　

地
元
立
ち
会
い
の
も
と
調

査
し
、
交
通
に
支
障
の
あ
る

個
所
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
た
。

所
有
者
の
了
解
を
得
る
な
か
、

今
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
で

除
伐
を
行
い
、
来
年
度
以
降

も
継
続
し
て
施
工
し
て
い
き

た
い
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
新

た
な
運
行
へ
の
取
り
組
み
状

況
は
。

答　

養
老
鉄
道
へ
の
乗
り
継
ぎ

な
ど
を
考
慮
し
た
時
刻
表
や
、

停
留
所
の
確
保
な
ど
の
検
討

も
あ
り
、
調
整
が
必
要
だ
が
、

住
民
の
方
に
啓
発
す
る
な
か
、

　

年
２
月
に
は
運
行
し
て
い

２４き
た
い
。

問　

有
害
鳥
獣
対
策
の
状
況
は
。

答　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議

会
を
平
成　

年
４
月
に
発
足

２２

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
な

ど
し
て
、 
檻 
の
購
入
や
緩
衝

お
り

地
帯
を
設
け
る
な
ど
し
て
き

た
が
、
今
年
度
は
、
侵
入
防

止
柵
を
約
２
５
０
０
m
施
工

予
定
で
あ
る
。

質質質質質質質質質質質質質質疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑質疑　　

ああああああああああああああれれれれれれれれれれれれれれここここここここここここここあれこれれれれれれれれれれれれれれれ
１２月議会に上程された議案の中から主な

質疑を要約してお知らせします。

「栄盛の滝」に小水力発電装置
（宮地小学校）

マーキングされた樹木
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問　

森
林
環
境
税
の
内
容
は
。

答　

岐
阜
県
は
森
林
に
は
公
益

的
機
能
が
あ
り
、こ
れ
を
維
持

し
て
い
く
た
め
、
平
成　

年
２４

か
ら　

年
ま
で
の
５
年
間
で
、

２８

総
額
約　

億
円
の
税
収
を
見

６０

込
ん
で
い
る
。
県
議
会
で
審

議
中
で
も
あ
り
、
可
決
さ
れ

れ
ば
県
と
連
携
し
町
も
啓
発

し
て
い
く
。

問　

下
水
道
事
業
の
今
後
の
方

針
は
。

答　

来
年
度
よ
り
、
工
事
に
つ

い
て
は
四
次
認
可
に
向
け
て

の
見
直
し
、
高
度
処
理
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
高
率
補
助
へ

の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

く
。
使
用
料
に
つ
い
て
は
年

明
け
早
々
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

池
田
温
泉
新
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
設
計
委
託
料
に
つ

い
て
、
主
な
工
事
の
内
容
は
。

答　

屋
根
及
び
外
壁
塗
装
、
外

柵
取
り
替
え
、
ふ
す
ま
・
障

子
・
壁
紙
の
張
り
替
え
、
浴

室
内
で
は
、
寝
こ
ろ
び
湯
の

新
設
な
ど
で
あ
る
。

◆
民
生
文
教
委
員
会
◆

問　

体
育
指
導
委
員
が
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
に
名
称
が
変
わ

る
が
、
こ
の
条
例
の
み
改
正

か
。
ま
た
地
区
公
民
館
単
位

に
設
置
さ
れ
て
い
る
体
育
推

進
員
と
名
称
が
混
同
し
な
い

か
。

答　

現
在
就
任
い
た
だ

い
て
い
る　

名
の
方

１５

の
名
称
は
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
な
る
。

体
育
推
進
員
の
名
称

に
つ
い
て
は
、
混
同

し
な
い
よ
う
今
後
、

適
切
な
名
称
を
検
討

し
て
い
く
。

問　

予
防
接
種
委
託
料
で
子
宮

頚
が
ん
の
実
施
状
況
は
。

答　

中
学
一
年
生
か
ら
高
校
二

年
生
の
女
子
生
徒
７
１
７
名

が
対
象
で
、
２
４

８
名
が
接
種
。
接

種
率
は　

％
で
あ

３５

る
。

問　

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
修
繕
料
の
内

容
は
。

答　

給
食
セ
ン
タ
ー

の
食
器
、
食
缶
洗

浄
機
が
導
入
後　
１７

年
程
経
過
し
て
お
り
、
ま
た

耐
用
年
数
も
来
て
い
る
の
で

更
新
す
る
。

問　

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
、

大
幅
に
減
額
さ
れ
て
い
る
が
。

答　

当
初
予
算
で
見
込
ん
で
い

た
子
ど
も
手
当
の
支
給
額
に

増
額
さ
れ
ず
、
法
改
正
に
よ

り　

月
か
ら
新
た
な
支
給
額

１０
が
設
定
さ
れ
た
た
め
減
額
す

る
。
来
年
６
月
分
か
ら
は
所

得
制
限
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
今
後
の
動
向
を
見

守
り
た
い
。
電
算
委
託
料
に

つ
い
て
は
、
そ
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
シ
ス
テ
ム
改
修
費
と

し
て
今
回
増
額
し
た
。

問　

国
民
健
康
保
険
の
無
給
付

家
庭
表
彰
の
内
容
は
。

答　

表
彰
世
帯
は
１
２
０
世
帯

の
１
９
６
名
で
、
そ
の
内
一

人
世
帯
は　

世
帯
で
あ
り
、

８９

以
前
は
物
品
を
送
っ
て
い
た

が
、
希
望
も
あ
り
商
品
券
を

贈
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
、

保
険
証
が
個
人
カ
ー
ド
化
さ

れ
て
も
表
彰
対
象
は
世
帯
単

位
で
行
な
う
。

教育委員会（スポーツ推進委員会）主催の
ふれあい街道ウォーキング（総合体育館前）

老朽化した食器食缶洗浄機
（学校給食センター）

前
回
一
四
二
号

訂
正
と
お
詫
び

温
地
→
温
知

消
費
電
力
は
月
間
約
１
０

０
０
Ｋ
ｗ
→
月
間
約
１
０

０
０
Ｋ
ｗ
ｈ
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窪田弘子 議員

国体と道の駅

　

用
意
周
到
な
国
体
準
備
を
見
て
、

積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
意

識
の
町
民
が
増
え
て
い
る
。
今
後

の
課
題
は
。

　

県
の
国
体
総
事
業
費
は
１
６
５

億
円
と
言
わ
れ
る
が
、
池
田
町
で

は
い
く
ら
に
な
る
か
。

 
町　

長 

　

今
、
民
泊
応
募
家
庭
は
１
５
６

軒
と
な
り
喜
ん
で
お
り
、
地
域
の

連
帯
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。　

月
１１

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
経
験
し
課

題
も
分
か
っ
た
。
多
く
の
応
募
者

が
予
想
さ
れ
、
外
で
の
テ
レ
ビ
放

映
、
入
場
制
限
、
駐
車
場
、
時
間

延
長
な
ど
。

　

全
体
で
経
費
は
２
億
円
ほ
ど
、

補
助
金
は
そ
の
３
分
の
１
位
出
る
。

　

道
の
駅
も
や
は
り
用
意
周
到
に

す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。
今
度
直

さ
れ
る
不
都
合
な
部
分
は
？

 
町　

長 

　

飲
食
棟
１
と
ア
ー
ケ
ー
ド
２
と

遊
具
。１
２
２
７
万
円
で
増
築
す
る
。

　

テ
ナ
ン
ト
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く

商
売
で
き
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
、

撤
退
す
る
店
が
な
い
よ
う
に
、
現

場
の
声
を
良
く
聞
か
れ
た
い
。
私

の
聞
く
所
、
１
番
直
し
て
ほ
し
い

の
は
通
路
を
平
ら
に
す
る
事
。
足

の
弱
い
人
は
あ
の
坂
を
歩
く
の
が

怖
い
と
言
わ
れ
る
。
２
番
目
は
屋

根
を
も
っ
と
付
け
る
事
。

 
町　

長 

　

皆
様
の
意
見
を
聞
い
て
進

め
て
い
る
。屋
根
を
伏
せ
る

の
は
５
０
０
万
円
余
で
発
注

し
た
。

　

道
を
よ
く
聞
か
れ
る
、
ふ

れ
あ
い
街
道
・
池
田
山
頂
の

看
板
が
出
て
い
な
い
。

道の駅地図

　

５
０
０
円
で　

年
間
使
え
る
。

１０

高
齢
者
の
方
が
運
転
免
許
を
自
主

返
納
さ
れ
た
場
合
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
ら
ど
う
か
。
身
分
証
明
に
な
る

ス
マ
ー
ト
な
物
だ
。

 
町　

長 

　

紛
失
す
る
場
合
も
あ
る
し
本
当

に
必
要
か
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

住
基
カ
ー
ド
の

活
用

こ
れ
が
池
田
町
の
住
基
カ
ー
ド

　

建
築
費
用
は
入
札
で
競
争
さ
れ

て
い
る
。
建
物
を
左
右
す
る
設
計

は
是
非
コ
ン
ペ
を
し
て
デ
ザ
イ
ン

競
争
を
さ
れ
た
い
。
道
の
駅
の
手

直
し
も
設
計
コ
ン
ペ
を
し
て
、
税

金
を
有
効
に
使
わ
れ
た
い
。
私
は
、

屋
根
を
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
せ
、
個
々

の
店
は
な
る
べ
く
オ
ー
プ
ン
に
す

る
の
が
い
い
と
思
う
が
、
町
長
は

一
般
の
長
屋
式
で
な
く
何
で
こ
の

形
に
さ
れ
た
の
か
。

 
町　

長 

　

コ
ン
ペ
に
は
時
間
が
か
か
る
し
、

設
計
者
に
は
こ
っ
ち
の
い
う
事
が

聞
い
て
も
ら
え
な
い
場
合
も
あ
る

が
今
後
は
考
え
る
。
道
の
駅
は
、

温
泉
と
い
う
中
核
施
設
が
あ
る
の

で
、
伊
勢
の
「
お
か
げ
横
町
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
。

公
共
建
築
物
の

設
計
は
重
要

 
町　

長 

　

今
調
査
し
て
い
る
が
、
看
板
は

統
一
的
に
設
置
す
る
。

Ｎ

増設される飲食棟と
屋根付連絡通路
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く
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

対
面
で
ア
ナ
ロ
グ
的
な
シ
ス
テ

ム
で
は
、
職
務
の
効
率
性
は
下
が

る
。
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
し
て
、

技
術
レ
ベ
ル
に
問
題
が
あ
る
の
か
。

 
町　

長 

　

職
員
の
技
術
レ
ベ
ル
に
関
し
て

は
、
可
能
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
人
員
配
置
の
問

題
は
あ
る
。

　

Ｉ
Ｔ
社
会
が
加
速
度
的
に
私
た

ち
の
身
近
に
な
っ
て
き
て
い
る
今
、

中
央
公
民
館
や
地
区
公
民
館
、
総

合
体
育
館
の
各
ホ
ー
ル
、
会
議
室

等
の
予
約
状
況
が
ネ
ッ
ト
上
で
確

認
で
き
予
約
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
グ
ラ

ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
な
ど
、
利
用
す
る
に
は

予
約
が
必
要
な
様
々
な
施
設
な
ど

も
、
複
雑
で
ア
ナ
ロ
グ
的
な
シ
ス

テ
ム
で
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
み

な
ら
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
、
瞬
時
に

そ
の
時
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
が

入
手
で
き
目
的
が
完
結
す
る
事
が

で
き
れ
ば
、
よ
り
民
間
に
近
い
デ

ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
求
め
る
目
的
別
に
Ｈ
Ｐ

か
ら
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
の

は
事
実
だ
が
、
職
員
と
住
民
が
対

面
し
て
接
す
る
点
も
重
要
な
点
で

あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
道
の
駅

オ
ー
プ
ン
以
来
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
要
望
も
増
し
て
き
て
お
り
、

改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ネ
ッ
ト
予
約
に
関
し
て
は
、
サ
ー

バ
ー
や
管
理
の
問
題
が
あ
り
難
し

い
。
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
Ｈ

Ｐ
の
内
容
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い

　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
は
、
通
学
す

る
子
ど
も
の
安
全
を
絶
対
優
先
さ

せ
る
と
い
う
立
場
で
、
子
ど
も
の

事
故
防
止
対
策
の
重
点
地
域
で
あ

る
。

　

現
在
、
池
田
町
で
は
通
学
路
の

指
定
は
あ
る
が
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
の
指
定
は
無
い
。
通
行
車
両
へ

の
注
意
を
促
す
観
点
と
交
通
事
故

や
防
犯
上
の
観
点
か
ら
、
行
政
の

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
対
す
る
認
識

を
問
う
。

　 
町　

長 

　

道
路
幅
や
通
行
規
制
の
問
題
が

あ
る
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
慎
重

に
や
っ
て
い
く
。
ま
た
、
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
も
重
要
だ
が
、
子
ど
も

た
ち
に
整
然
と
歩
か
せ
る
事
も
大

切
で
あ
る
。

　

通
学
時
間
帯
で
通
行
規
制
を
か

け
る
と
、
地
元
の
理
解
を
得
る
こ

と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ

こ
で
幅
が
狭
い
道
路
は
学
校
周
辺

の
み
ラ
イ
ン
を
引
い
た
り
、
文
字

に
よ
る
表
示
だ
け
で
も
効
果
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

牧村範康 議員

住民サービスの向上に向けて
〜公共施設のネット予約システム構築を〜

 
町　

長 

　

注
意
喚
起
と
い
う
意
味
で
は
表

示
は
必
要
だ
と
考
え
る
。
警
察
、

公
安
委
員
会
と
も
協
議
し
て
進
め

て
い
る
。

路面表示とカラー舗装の例

大津谷バーベキュー場の利用方法（ホームページより抜粋）

要
望

　

ま
ず
は
、
ネ
ッ
ト
予
約
状
況

が
確
認
で
き
る
環
境
の
構
築
。

　

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

応
で
き
る
人
材
の
採
用
を
望
む
。

〜
カ
ラ
ー
舗
装
や

路
面
表
示
の
活
用
を
〜

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て

○利用希望の３ケ月前から前日まで　
●ステップ１　池田町役場産業課（０５８５−４５−３１１１）へ利用希

望日の予約状況を確認する。
●ステップ２　空きがあれば仮予約をする。
●ステップ３　産業課へ来庁していただくか、FAXで「利

用許可申請書」を提出する。

・予約は、平日8時30分～17時30分のみ受け付けています。
・当日の利用申込はできません。
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遠藤和雄 議員

公共下水道北部処理区
高度処理浄化槽の高率補助を

　

池
田
町
の
公
共
下
水
道
は
、
農

業
集
落
排
水
施
設
を
合
わ
せ
て
普

及
率
は
、
平
成　

年
度
末
で　

・

２２

６２

７
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
北
部
下

水
道
計
画
は
今
後　

年
か
ら　

年

１５

２０

か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
。
北
部
処

理
区
に
つ
い
て
は
極
め
て
不
透
明

な
現
状
で
あ
る
。
平
成　

年
度
の

２３

公
共
下
水
道
事
業
費
に
、３
億
８
千

９
百
万
円
、施
設
管
理
費
に
、１
億

１
千
５
百
万
円
、
農
業
集
落
排
水

施
設
管
理
事
業
費
に
１
億
６
千
８

百
万
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業
と

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の

一
般
会
計
の
繰
り
出
し
金
は
、
起

債
償
還
を
含
め
て
、４
億
４
千
３
百

万
円
と
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い

る
。
北
部
処
理
区
の
住
民
に
と
っ

て
税
負
担
の
不
公
平
を
強
く
感
ず

る
が
。

 
町　

長 

　

池
田
町
は
公
共
下
水
区
域
・
農

業
集
落
排
水
区
域
・
北
部
処
理
区

と
い
う
三
つ
の
方
策
を
と
り
な
が

ら
や
っ
て
き
た
。
整
備
区
域
は
、

農
業
集
落
排
水
、
公
共
下
水
、
北

部
処
理
区
含
め
て
、
１
１
７
９　
ha

の
計
画
で
進
め
て
き
た
。　

年
度

２３

末
で
７
６
４
・
３　

、
整
備
率
は

ha

　

・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
残
り

６４４
１
４
・
７　

を
、　
　

ず
つ
推

ha

２５
ha

進
し
て
も
、
あ
と　

年
か
か
る
。

１７

毎
年
４
億
か
ら
５
億
の
負
担
金
を

持
っ
て
い
る
の
で
不
公
平
感
も
あ

る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

将
来
、
北
部
処
理
区
を
接
続
し

た
場
合
、
平
成　

年
５
月
に
提
出

２２

資
料
に
よ
る
と
北
部
処
理
区
の
た

め
の
処
理
場
増
加
建
設
事
業
費
が
、

２
億
９
千
万
円
、
管
路
建
設
費
が
、

７
億
４
百
万
円
、
合
計
９
億
９
千

４
百
万
円
と
算
出
さ
れ
て
い
る
。

膨
大
な
工
事
費
が
必
要
だ
。
下
水

道
未
設
置
の
と
こ
ろ
は
合
併
浄
化

槽
で
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

７
人
槽
の
補
助
金
は　

万
４
千
円
、

４１

標
準
工
事
費
は
１
１
０
万
円
、
自

己
負
担
は　

万
円
と
家
庭
内
配
管
、

７０

更
に
将
来
公
共
下
水
道
接
続
費
が

　

万
円
必
要
で
な
か
な
か
踏
み
切

２８れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
町
長

は
、
３
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

第
４
次
認
可
以
降
地
区
の
浄
化
槽

の
高
率
補
助
制
度
を
創
設
す
る
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
ど
の
よ
う

な
考
え
か
。

 
町　

長 

　

池
田
町
全
体
と
し
て
の
財
政
的

な
も
の
、
あ
る
い
は
事
業
量
等
を

含
め
て
検
討
す
る
。
第
４
次
認
可

を
受
け
る
こ
と
を
含
め
、
来
年
度

は
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
。

Ｎ
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池
田
温
泉
を
核
と
し
て
進
め
ら

れ
て
き
た
池
田
町
の
観
光
宣
伝
、

誘
客
活
動
は「
池
田
温
泉
道
の
駅
」

の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
一
歩
前
進
し
、

池
田
山
を
含
め
、
ふ
れ
あ
い
街
道

を
経
て
、
揖
斐
、
大
野
、
本
巣
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
「
西
美
濃
夢

街
道
」
構
想
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

池
田
町
、
揖
斐
川
町
、
大
野
町
、

本
巣
市
の
３
町
１
市
が
連
携
し
て

の
こ
の
活
動
の
今
後
の
展
開
、
計

画
は
。

 
町　

長 

　
「
西
美
濃
夢
街
道
推
進
協
議
会
」

は
「
西
美
濃 
夢  
源 
回
廊
協
議
会
」

む 
げ
ん

と
し
て
発
足
し
た
。
３
町
１
市
が

お
互
い
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
大

き
な
資
源
の
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
池
田
町
と
し
て
は
、

片
山
か
ら
舟
子
地
区
に
至
る
ふ
れ

あ
い
街
道
を
中
心
に
、
池
田
温
泉

周
辺
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
部
分

と
し
て
、「
余
暇
の
森
」
霞
間
ヶ
渓

周
辺
は
、
運
動
と
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て「
交
流
の
森
」、

大
津
谷
周
辺
は
古
墳
群

等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
学
習
の
森
」
と
し
、
レ

ジ
ャ
ー
等
を
含
め
て
登

山
道
を
３
ル
ー
ト
考
え

「
名
勝
の
森
、
池
田
の

森
」
と
い
う
４
つ
の
森

構
想
を
思
い
進
め
て
ゆ

き
た
い
。

　

ふ
れ
あ
い
街
道
の
観

光
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
、
案
内
標
識
の
不
備
、

道
路
の
不
備
や
景
観
を

誇
る
桜
の
木
の
対
応
は
。

 
町　

長 

　

願
成
寺
古
墳
群
地
域
は
県
指
定

の
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
難
し
い
。

ク
ラ
ン
ク
部
分
は
少
し
拡
幅
し
て

ゆ
く
。
禅
蔵
寺
の
桜
は
切
ら
な
い

道
の
ル
ー
ト
を
替
え
て
の
対
応
を

考
え
て
い
く
。

　

看
板
等
は
相
当
古
い
物
が
あ
り

全
体
的
に
整
備
し
て
い
く
。

　

岐
阜
清
流
国
体

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技
一
種
目
の
受

け
入
れ
に
対
し
、

町
の
負
担
経
費
と

そ
の
内
容
は
。

 
町　

長 

　
　

年
度
と
し
て

２４
約
１
億
円
が
必
要

と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
内
約
３
分
の

２
く
ら
い
は
町
の

負
担
と
試
算
し
て

い
る
。
各
地
区
の

公
民
館
の
整
備
や
、

町
と
し
て
の
施
設

の
整
備
も
進
め
ら

れ
、
こ
れ
ら
は
資

産
と
し
て
残
る
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技
の
受
け
入
れ
に
よ
り
池
田
町

と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
と
民

泊
に
よ
る
地
域
の
連
携
が
強
く
な

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

よ
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。

森嶋和明 議員

「飛騨美濃じまんの原石」に指定された
池田山を中心とした観光開発の
今後の予定、計画は

ふれあい街道からスポーツ公園を望む

ふれあい街道禅蔵寺桜並木通り
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野網義一 議員

　

養
老
町
で
は
工
事
費
の　

％
を
助
成
、
限
度
額　

万
円
で
地
域

２０

１０

振
興
券
を
発
行
。　

月
末
で
１
３
０
件
、
工
事
総
額
は
２
億
３
０

１０

４
５
万
円
で
経
済
効
果
は　

倍
で
あ
る
。

２１

　

施
主
は
も
ち
ろ
ん
工
事
業
者
も
商
店
も
助
か
る
地
域
活
性
化

事
業
。
民
泊
の
た
め
の
改
修
や
下
水
道
接
続
の
促
進
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
等
需
要
は
多
い
。

 
町　

長 

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
下
水
道
接
続
に
限
定
し
た
補
助
制
度
を
検

討
す
る
。

　

じ
ま
ん
の
原
石
池
田
山
の
林
道

池
田
明
神
線
の
垂
井
町
区
域
で
は

５
年
で
千
本
の
桜
を
植
え
る
事
業

が
進
行
中
。
林
道
の
沿
線
と
し
て

の
協
力
を
し
た
ら
ど
う
か
。
ハ
ン

グ
ラ
イ
ダ
ー
基
地
の
隣
に
あ
る
案

内
板
が
ほ
と
ん
ど
読
み
取
れ
な
い
、

再
整
備
を
。

　

ふ
れ
あ
い
街
道
を
大
型
バ
ス
が

通
れ
る
よ
う
樹
木
の
除
伐
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
歩

行
者
も
多
い
の
で
安
全
対
策
は
十

分
に
さ
れ
た
い
。
禅
蔵
寺
の
枝
垂

れ
桜
や
文
化
財
も
活
か
さ
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

隣
町
と
の
連
携
不
足
が
あ
っ
た
。

登
山
道
は
３
ル
ー
ト
整
備
。
道
標

や
展
望
台
、
桜
の
等
高
線
等
池
田

山
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
計

画
し
た
い
。

　

福
井
県
に
は　

基
も
の
原
発
が

１４

あ
り
大
変
不
安
だ
。
原
発
に
対
す

る
町
長
の
考
え
は
。
防
災
計
画
の

見
直
し
は
。
放
射
能
を
測
る
線
量

計
も
確
保
を
。

 
町　

長 

　

将
来
的
に
は
原
発
に
頼
ら
な
い

電
力
の
代
替
を
求
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
万
が
一
に
備
え
携
帯
用

の
放
射
能
測
定
器
を
一
台
発
注

（
３
月
納
入
予
定
）し
て
い
る
。
防

災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
情

報
交
換
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

じ
ま
ん
の
原
石

池
田
山
を
活
か
せ

東
光
寺
谷
地
区
農
集
に

大
量
の
雨
水
が
流
入
!

下
水
処
理
計
画
の
見
直
し
を

　

高
度
処
理
型
合
併
浄
化
槽
の
補

助
制
度
を
設
け
下
水
管
敷
設
工
事

だ
け
で
１
メ
ー
ト
ル
５
万
円
か
か

る
公
共
下
水
道
計
画
の
見
直
し
を
。

　

池
田
温
泉
新
館
の
排
水
も
流
入

し
て
い
る
東
光
寺
谷
地
区
の
農
集

処
理
場
は
処
理
能
力
の
限
界
に
近

い
。
大
雨
の
時
、
処
理
場
の
流
入

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で

地
域
活
性
化
を

水
が
大
幅
に
増
加
し
処
理
能
力

オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。
雨
水
が
流

入
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

 
町　

長 

　

高
度
処
理
合
併
浄
化
槽
に
補

助
す
れ
ば
公
共
下
水
道
よ
り
は

る
か
に
財
政
負
担
は
少
な
く
な

る
。
関
係
地
区
の
皆
さ
ん
に
説

明
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
し
て

区
域
を
策
定
し
た
い
。
雨
水
の

流
入
は
調
査
し
対
応
す
る
。

1000

800

600

400

200

0
1

流入量（m3）
雨量（mm）

5 9 13 17 21 25 29（日）

東光寺谷処理場への流入量と雨量（役場）
２０１１年９月

垂井町の千本桜（林道池田明神線）

福
井
県
の

原
発
事
故
が
心
配
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東日本大震災に対する池田町の取り組み
　２０１１年３月１１日東日本大震災（Ｍ９）が発生、地震にともなう大津波が襲撃しあらゆる物を飲み
込んで宮城県、岩手県、福島県を中心に未曾有の災害をもたらした。福島第一原発も地震と津波
の影響でレベル７というチェルノブイリ並みの重大事故を起こし、その後３０km圏内は避難区域
になった。その周辺地域でも放射能に汚染され、除染作業が始められている。池田町は義援金や
救援物資・職員の派遣などをしてきた。その一部を紹介したい。なお、町民の中には勤務先や団
体・個人等で被災地に対し様々なかたちで支援されていることを付記し、感謝します。

 義援金 
３/１４〜１０/２６   役場や社会福祉協議会、学校や新聞社などでの受付分
　　　

計 ２０,４３９,０５２円

 救援物資  
３/１８ 
飲料水 １.５㍑ペットボトル １万本　　　岩手県産業文化センター
３/２３〜３/３１ 
救援物資（カップ麺やインスタント麺、タオルや石けん、ティッシュ、
ゴミ袋、使い捨てカイロ、乾電池、トイレットペーパー・お
むつなど）提供者９１４名
段ボール　４２０箱分
　　　　　２４０箱　岩手県産業文化センター 
　　　　　１８０箱　宮城県
１０/１０〜１０/１２
冬用布団　３８０枚　カバー・シーツ　２１８枚
提供者７８名 (内町外１０名)
宮城県東松島市内　仮設住宅などへ

 職員の派遣 
保健師　　　　保健センター　　　　　１名　　岩手県陸前高田市　５/１３〜５/１８
保健師　　　　地域包括支援センター　１名　　岩手県陸前高田市　５/２５〜５/３０
水道課職員　　　　　　　　　　　　　１名　　福島県国見町　　　９/１〜２４/３/３１

もしも、この池田町で
大きな災害がおこったらどうする　

・最低限の水や保存食の確保
・普段から各自が避難場所・避難経路を確認しておく
事

・誰が誰を支援しつつ避難するのか行政の立場から、
災害時の細かい分担
　（各種相談、全戸調査、医療機関との連携、安否確
認、仮設トイレの設置、給水工事や燃料配布等）や
他県市町に求める緊急的・長期的支援内容

（保健師のレポートより抜粋）

大震災対談（１２/１１）
中央公民館

左から大西暢夫カメラマン
武田文子さん（東松島市）
田畑八重子さん（陸前高田市）

東松島市

南三陸町

陸前高田市

国見町

液状化により浮上したマンホール。震度６強
の国見町ではほとんどのマンホールが浮上し
ている。
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　揖斐川・大野・池田三町の町議会議員による研修会が７月７日午後３時より池田町段地内
のアピ（株）池田医薬品工場で実施されました。アピ（株）の沿革、業務内容、今後の事業
展開、新型インフルエンザワクチン原薬工場や製剤工場についての説明を受け、既設の医薬
品工場内の製造現場や屋外施設の見学。
　アピ（株）は明治４０年に養蜂業から事業を起こし、その後飲料水の原液や健康食品の製造
に参入した。厳しい経済状況や雇用情勢のなか、現在は医薬品への事業拡大を意欲的に取り
組まれている。ますます町とのつながりが深まり、町の活性化が期待できる研修でした。

揖斐郡三町議会議員研揖斐郡三町議会議員研修修

議
会
だ
よ
り

12月
定
例
会
N
o.143

平
成
24年

2月
1日

編
　
　
　
集
／
池
田
町
議
会
広
報
編
集
委
員
会

発
行
責
任
者
／
池
田
町
議
会
議
長
　
岩
谷
真
海

住
所
／
〒
503‒2492　

岐
阜
県
揖
斐
郡
池
田
町
六
之
井
1468‒1

TEL
／
0585‒45‒3111　

　
FA
X
／
0585‒45‒8314

皆さん議会傍聴に
来てください

皆さん議会傍聴に
来てください

寄
付
行
為
の
禁
止

　

議
員
は
お
祭
り
へ
の
寄
付
や
町
内
会
の
催
し
物
へ

差
し
入
れ
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
は
、
年
齢
を
重
ね
て
来
ま

す
と
新
鮮
味
が
薄
れ
て
来
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
が
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、
本
当
に
お

気
の
毒
に
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

被
災
後
の
状
況
を
見
て
い
ま
す
と
、

改
め
て
人
と
人
の
つ
な
が
り
や
地
域
の

つ
な
が
り
が
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
を

見
て
お
り
ま
す
と
、
日
本
人
の
忘
れ
か

け
て
い
た
思
い
や
り
の
心
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

被
災
者
の
方
々
に
と
り
ま
し
て
は
、

年
が
変
わ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
再
ス

タ
ー
ト
が
出
来
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
は
お
陰

様
で
大
き
な
災
害
も
な
く
、
過
ご
し
て

き
ま
し
た
が
、
い
つ
起
こ
る
と
も
し
れ

な
い
災
害
に
対
処
出
来
る
よ
う
な
体
制

を
整
え
て
い
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

我
が
家
が
あ
り
家
族
が
居
て
、
今
年

も
お
正
月
が
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

感
謝
し
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
本

年
も
幸
多
き
年
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

 

（
土
川　

博
）

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

１．「美濃池田桜を育てる会」を立ち上げた
きっかけは

　昭和６２年5月に宮地小の5年生が「池田町みどりの
少年団」に入会すると同時にふるさと学習の場とし
て発足。子供たちが種から桜の木を育てて、池田山
全山を桜の木で埋め尽くしたいという思いから、先
生や地域の方々の協力のもとに取り組み、継続的に
活動するには組織化する必要があると感じた。

２．今までの活動内容
　苗木を育て町内の各所で植栽することが主な活動
となっているが、横浜市、名古屋市、東京都日の出
町、全国池田サミット参加市町など、要望があれば
全国各地どこへでも配布している。それに伴い配布
先との交流会も開催されている。特に横浜市磯子区
育成会とは相互訪問をするまでになった。
　また、全国緑の少年団活
動発表大会、東海地区みど
りの少年団サマージャン
ボリー、森林愛護少年団交
流会、岐阜県みどりの祭り、
揖斐緑と水のまつりなど
各種のイベントに子供た
ちが参加することにより、
見聞を広めるなど、かけが
えのない心の財産となっ
ている。
　また、池田町みどりの少
年団として、優良森林愛護
少年団、国土交通大臣表彰、
みどりの奨励賞、緑化功労

者表彰、桜功労者、小さな親切実行章など数々の表
彰を受けて、子供たちの自信にもつながっている。
私たち関係者にとっては、何よりも子供たちの笑顔
を見ることができて嬉しい。

３．桜の木を育てる苦労は
　当初、種がなかなか発芽しなくて全滅することも
あった。作業の流れとしては、サクランボ拾い、種
洗い、種の取り出し、種まき、水やり、肥料、草取
り，わら敷き、日除け作業、苗の植え替え、支柱建
てなどの手作業を毎日行うことは大変だが、試行錯
誤しながら除々に発芽率が向上してきた。

４．今後の活動への思いは
　目標としては毎年町内に５０本程植栽していきたい。
今年度は、東日本大震災で被災した陸前高田市に

100本送り、更には全国
の方々にも要望があれば
配布し、その地域の方々
との交流もしていきたい。
また桜は、毎年4月になる
と花が咲きますので、そ
の下で皆さんが喜んでい
ただけることや、作業を
することにより地域のつ
ながりが深まって行くこ
とも有り難いことだと思
いますので、継続して宮
地小学校の子供たちと共
に活動していきたい。

　 （土川　博）

　池田町の木は、山桜に指定されており、
毎年4月になると大津谷や霞間ヶ渓公園
では、多くの花見客で賑わいます。
　宮地小学校では地域の方々とのつなが
りのなかで「美濃池田さくらを育てる会」
が設立されています。代表の河村望さん
（願成寺）にインタビューしました。
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美濃池田桜を育てる会の皆さん（大津谷）


